


国民民主党和歌山県総支部連合会所属議員よりご挨拶

新年おめでとうございます

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は、格別のご支援を賜りましたこと厚く御礼申し上げます。
　この一年間、新型コロナウイルスの影響で経済が大きく落ち込む中、和歌山市でも来年の予算がどのよ
うになるのか、また限られた予算でどのように市政を動かしていくべきか、コロナで生活困窮に陥った市民
をどのように支援していくのか、課題は山積みです。
　近頃の政府の対策に関しては疑問に思うところが多くあり、直近でいえば子育て世帯
への臨時特別給付金について、一部クーポンを配布することや、その手数料が960億円
かかること、明らかに不自然なことが多すぎます。スピード感をというのであれば
それこそ、無駄な手続きが増えるだけで、他にいくらでもやりようがあると思います。
　和歌山市では現在、昨年度から売り上げが減少した事業者に対する「和歌山市事
業者支援金」の募集、上記の子育て世帯への臨時特別給付金（和歌山市は全額現
金）の配布を行っています。本当の意味で市民に求められる対策を、市民の声を行政
に反映できるよう頑張って参ります。これからもよろしくお願い致します。

批判ではなく建設的な提言を

本当の意味で市民に求められる対策を

　新年、明けましておめでとうございます。
旧年中は何かとお世話になり、誠に有難うございました。心より御礼申し上げます。
　さてこの2年間、コロナ禍で何かと不自由な生活を強いられ、また経済的にも大変厳しい状況が続いて参りました。
　昨年暮れには、和歌山県において感染者ゼロの日が続き、収束の気配も見
えつつありましたが、全国的に見て新たなオミクロン株の拡がりもあり、まだま
だ油断できない状況であります。
　そのような中で、和歌山県の「人口減少」と「高齢化」は他府県より進み、県全
体の活力が目に見えて衰退してきていることが、本当に心配であります。
　しかし、「人口減少」や「高齢化」は、更に続くことは間違いなく、そこで高齢
者だけではなく、県民お一人お一人が元気で幸せになる政策『健康長寿日本一
わかやま』の実現に向け、二年前から有志の方 と々共に「プレわかやま100歳
大学」の開校や「シニアエクササイズ」の再普及等で、県民の皆さんに働きかけ
て参りました。確実な手応えを感じつつ今年も精一杯頑張って参りますので、
ご支援、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。
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　あけましておめでとうございます。2021年を振り返ってみますと、前年に引き続きコロナ禍の一年で
ありました。昨年新春号でお知らせした通り、私は一昨年秋に新型コロナに感染しました。
　私にとって2021年は、その稀有な経験を無駄にはしまいと、コロナ関連対策を最優先に掲げた市議
活動に奔走した年でした。

　誰よりも積極的発言と行動を自分に誓うと同時に、批判ではなく
建設的な議論と提言を心掛けました。結果、経済対策、人権問題、
迅速なワクチン接種及び副反応フォロー、PCR検査、後遺症等々、
元コロナ患者ならではの視点で、行政改革の一助となる成果を収め
ることができました。これは市民の皆様よりのご指導ご鞭撻による
賜物と、前期委員長の実務経験によるものだと思います。
　また、六十谷水管橋崩落に際して対話と現場主義をモットーにして
いる私からは、市議会全員協議会の場において断水被害に遭われた
紀の川北部地域の皆様から頂戴した、心身の疲労や経済的にご苦労
されたお声を、市長に対して強く厳しく直言を致しました。
　今年こそは平穏な日常を取り戻せるよう祈るばかりです。2022年も
市民の皆様のご期待に応えることができるよう、全力で頑張ります。
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本年も『健康長寿日本一わかやま』実現に向け、精一杯頑張ります！


